2.事業概要
2-1. 事業の現況
1)合併以前の水道事業の沿革
平成18年1月の合併以前、島原市の水道事業は、旧島原市の島原市水道事業、中木場簡易水道事業と油堀・長貫簡易水道事業、旧有明町の川内地区簡易水道事業、湯江地区簡易水道事業、大三東地区簡易水道事業（以下「有明3地区」と記す）の1水道事業5簡易水道事業を経営してきた。
合併以前における各水道事業の沿革は、下記の通りである。
(1)島原市水道事業
島原市水道事業は、昭和32（1957）年12月に創設認可を取得し、計画給水人口25,000人、計画一日最大給水量5,500m3/日で昭和35（1960）年9月から給水を開始している。その後、需要の増加や給水区域の拡張に対応するために計6回の施設拡張を行っている。
表2.1.1　島原市上水道事業の沿革
	事業名
	認可取得年月日
	給水開始年月
	計画給水人口
	計画日最大給水量

	創　　　設
	昭和32年12月13日
	昭和35年 9月
	25,000人
	5,500m3/日

	計画変更
	昭和34年 6月25日
	―
	25,000人
	5,500m3/日

	第1回拡張
	昭和43年 3月30日
	昭和44年 3月
	28,000人
	8,400m3/日

	第2回拡張
	昭和46年 3月31日
	昭和47年 3月
	30,000人
	9,900m3/日

	第3回拡張
	昭和48年 3月31日
	昭和50年 3月
	35,000人
	14,100m3/日

	第4回拡張
	昭和51年 7月 2日
	昭和53年 3月
	40,000人
	20,000m3/日

	第5回拡張
	昭和54年 3月31日
	昭和54年 9月
	40,300人
	20,150m3/日

	5拡変更
	昭和59年 4月28日
	昭和60年 2月
	40,300人
	20,150m3/日

	第6回拡張
	昭和63年 3月31日
	平成 元年  3月
	43,000人
	24,100m3/日


※島原市水道事業（第7回拡張）として以下のすべての水道事業を統合する認可を取得している。
(2)中木場簡易水道事業
中木場簡易水道は、昭和43（1968）年6月に創設認可を取得し、計画給水人口2,000人、計画一日最大給水量369m3/日で昭和44（1969）年6月から給水を開始している。平成3年6月、普賢岳の大火砕流による被災から、一旦、水道施設としての機能を喪失している。その後、復興計画による仁田団地やスーパー治山ダムの整備とあわせ、平成5（1993）年4月に計画給水人口2,500人、計画一日最大給水量1,000m3/日の認可取得後の施設整備に伴い機能を回復している。また、平成15（2003）年には、水質改善対策として曝気処理施設を整備している。
表2.1.2　中木場簡易水道事業の沿革
	事業名
	認可取得年度
	給水開始年度
	計画給水人口
	計画日最大給水量

	創　　　設
	昭和43年 6月13日
	昭和44年 6月
	2,000人
	369m3/日

	第１回拡張
	平成 5年 4月14日
	平成 7年 3月
	2,500人
	1,000m3/日

	1拡変更
	平成15年 6月 9日
	平成15年 7月
	2,500人
	1,000m3/日


(3)油堀・長貫簡易水道事業
油堀・長貫簡易水道事業は、各戸の浅井戸の水量面や衛生面に関する地域住民の不安解消を目的に、昭和51（1976）6月、計画給水人口470人、計画一日最大給水量72m3/日の創設認可を取得し、昭和52（1977）年4月から給水を開始している。
表2.1.3　油堀・長貫簡易水道事業の沿革
	事業名
	認可取得年度
	給水開始年度
	計画給水人口
	計画日最大給水量

	創　　　設
	昭和51年 6月28日
	昭和52年 4月
	470人
	72m3/日


(4)川内地区簡易水道事業
川内地区簡易水道事業は、畑作や畜産による影響からか各戸の浅井戸などの水質悪化と井戸の乱掘に伴い安定した水量の確保が困難になってきたことから、昭和51（1976）年11月、計画給水人口2,600人、計画一日最大給水量830m3/日の創設認可を取得し、昭和54（1979）年4月から給水を開始している。その後、使用水量の増加に対応するために新規水源を開発し、平成17（2005）年2月、計画給水人口2,940人、計画一日最大給水量1,155 m3/日の事業変更の認可を取得している。
表2.1.4　川内地区簡易水道事業の沿革
	事業名
	認可取得年度
	給水開始年度
	計画給水人口
	計画日最大給水量

	創　　　設
	昭和51年11月29日
	昭和54年　4月
	2,600人
	830m3/日

	変　　　更
	平成　8年　3月27日
	平成　9年　4月
	2,900人
	870m3/日

	第1回拡張
	平成17年　2月　4日
	平成17年　4月
	2,940人
	1,155m3/日


(5)湯江地区簡易水道事業
湯江地区簡易水道事業は、川内地区と同様の影響からか、各戸の浅井戸などの水質悪化と井戸の乱掘に伴い安定した水量の確保が困難になってきた。昭和52（1977）年に深井戸の調査を行い、水源が確保できたことから、昭和53（1978）年5月、計画給水人口5,000人、計画一日最大給水量1,500m3/日の創設認可を取得し、昭和55（1980）年4月から給水を開始している。
表2.1.5　湯江地区簡易水道事業の沿革
	事業名
	認可取得年度
	給水開始年度
	計画給水人口
	計画日最大給水量

	創　　　設
	昭和53年　5月19日
	昭和55年　4月
	5,000人
	1,500m3/日


(6)大三東地区簡易水道事業
大三東地区簡易水道事業は、湯江地区簡易水道事業と同様に、使用水量の増加や水源の枯渇から、昭和55（1980）年に深井戸の調査を行い、水源が確保できたことから、昭和56（1981）年5月、計画給水人口3,700人、計画一日最大給水量1,440m3/日の創設認可を取得し、昭和58（1983）年4月から給水を開始している。
表2.1.6　大三東地区簡易水道事業の沿革
	事業名
	認可取得年度
	給水開始年度
	計画給水人口
	計画日最大給水量

	創　　　設
	昭和56年　5月25日
	昭和58年　4月
	3,700人
	1,440m3/日


2)合併後の水道事業の変遷
平成19年度、合併後の島原市の水道事業の現状と将来の課題を抽出し、将来の水道事業のあり方を念頭に、広域的な視点から個々の水道事業が抱える課題に対する解決策について島原市水道事業基本計画（以下「旧計画」と記す）にとりまとめている。
旧計画の中では、島原市の水道事業の有明3地区、三会地区および安中地区の順に水質改善と簡易水道事業の統合を念頭に水源開発や浄水場・配水池の新設や経年劣化に伴う更新を計画していた。選択と集中の視点から、平成21年度から平成25年度までの5年間、有明3地区の水質改善と簡易水道事業の統合整備に着手していた。平成23年度、当時の給水区域外である立野町、広高野町、礫石原町（以下「民営水道3地区」と記す）を対象にアンケートを行った結果、公営水道への加入意向があることを確認したことから、平成24年度、島原市水道事業基本計画（以下「既計画」と記す）を見直している。
平成25年度、既計画に基づき、民営水道3地区を新たに給水区域に加え、島原市内の全ての水道事業の統合（水道事業の一本化）と、浄水方法の変更（上の原水源を対象に爆気処理設備の追加）、水源の種別変更（上の原地区と中木場地区の水源開発）を要件に、事業変更認可を取得し、現在に至っている。
具体的には、平成26年度から平成29年度までの4年間で、民営水道3地区への給水開始と三会水系の水質改善を目的に、立野町と礫石原町のそれぞれに水源開発と浄水場・配水池の新設、併せて油堀・長貫簡易水道施設を拡充・更新し水道事業と統合している。また、平成30年度から令和5年度までの6年間で、供用開始から60年程度が経過している上の原配水池の更新と耐震化、中木場簡易水道事業との統合と安中水系の水質改善を図るための送水ポンプ設備の新設や安中配水池の更新と耐震化に向けての事業を計画し、実施中である。
表2.1.7　島原市水道事業の概要　　（令和2年3月31日現在）　
	項　目
	事　業　名

	名　称（法適/非適の区分）
	島原市水道事業（法適用）

	認可取得年月日
	平成26年 3月24日

	給水開始年月
	令和2年 4月

	給水区域面積
	47.90 km2

	計画給水人口
	44,400 人

	計画１日最大給水量
	21,500 ｍ3/日

	令和元年度
実　績
	給水人口
	44,317 人

	
	１日最大給水量
	18,706 ｍ3/日

	
	１日平均給水量
	16,396 ｍ3/日

	
	１日平均有収水量
	12,689 ｍ3/日

	
	有収率
	77.4 ％


2)水道事業の業務状況の推移
　過去10年間の給水人口、給水戸数、有収水量、一日平均給水量、一日最大給水量、一日最大給水量、有収率の推移は、表2.1.8～表2.1.13にそれぞれ示す通りである。
　平成27年度から令和元年度の5年間の傾向は、給水人口は緩やかな減少、給水戸数は横這いをそれぞれ示している。また、有収水量は横這い、有収率は上昇をそれぞれ示している。
[image: image1.emf]年度 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 H.27→R.1

島原地区 15,968 16,043 16,082 16,069 16,051 16,079 16,175 16,176 16,208 16,161

横這い

有明地区 3,380 3,398 3,435 3,443 3,436 3,443 3,445 3,454 3,459 3,468

横這い

中木場簡易水道 557 557 557 560 554 556 560 562 566 569

横這い

計 19,905 19,998 20,074 20,072 20,041 20,078 20,180 20,192 20,233 20,198

横這い
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表2.1.8　過去10年間の給水人口の推移
[image: image2.emf]平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 H.27→R.1

島原地区 11,326 11,121 10,870 10,913 10,338 10,317 10,475 10,432 10,361 10,143

横這い

有明地区 2,130 2,142 2,150 2,159 2,275 2,110 2,164 2,137 2,131 2,099

横這い

中木場簡易水道 492 480 474 474 450 455 453 448 443 435

微減

計 13,948 13,743 13,494 13,546 13,063 12,882 13,092 13,017 12,935 12,677
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量

表2.1.9　過去10年間の給水戸数の推移
[image: image3.emf]水道事業管理者

（市長）

水道課

業務班

工務班

表2.1.10　過去10年間の1日平均有収水量の推移
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表2.1.11　過去10年間の1日平均給水量の推移
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全体総括

　100％天然地下水を塩素滅菌だけの浄水処理と緩やかな地形を利用

した自然流下方式による配水をしていることから、給水原価は安価

に抑えられ、低料金での水道水を供給することができている。

　経営面については、経常利益を維持することが出来ており、安定

的な経営を行うことができた。

　今後も老朽化した施設更新を継続的に行い有収率の向上に努め、

公営企業として「公共性」と「経済性」に配慮した、合理的な事業

運営に努める。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率

　給水収益の減少に対し、減価償却費等の費用の増加により前年度

から5.17ポイント減少したものの、類似団体平均値よりも6.94ポイ

ント上回り、良好な値になっている。

　しかしながら、今後は給水人口の減少や節水意識の向上に伴い給

水収益が減少する反面、水道施設耐震化事業等の更新事業に伴う減

価償却費の増加により、経常収支比率は減少するものと見込んでい

る。

②累積欠損金比率

　欠損金は生じていないため問題は無い。

③流動比率

　100％以上であり問題は無い。

④企業債残高対給水収益比率

　水道施設耐震化事業（H30～R5）の財源不足を補うために企業債を

充てているため、上昇傾向にある。事業完了後は計画的な企業債の

抑制に努める。

⑤料金回収率

　類似団体平均値と比較しても良好な値になっている。

⑥給水原価

　地下水を自然流下方式により配水しているため、動力費等からな

る原価を類似団体平均値よりも安く抑えることが出来ている。

⑦施設利用率

　水道施設耐震化事業（H30～R5）等の施設更整備に合わせ、配水能

力が減少させたため、前年度より上昇している。事業完了後は、給

水人口減少に伴い配水能力を21,500m3/日に抑制する計画である。

⑧有収率

　計画的に老朽化した管路更新をしているため、有収率は微増と

なっているが、類似団体平均値よりも低いことから、今後も計画的

な管路更新により有収率の向上に努める。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率

　拡張事業に伴う施設更新並びに管路更新を実施しているため、類

似団体平均値よりも良好な値になっている。

②管路経年化率

　管路の重要度と漏水の発生状況、経過年数を考慮しながら、優先

順位を決めて管路の更新を行っているが、耐用年数経過管の全てを

更新するための資金が不足しているため、上昇傾向にある。

③管路更新率

　水道施設耐震化事業（H30～R5）により、配水池等の施設更新に重

点を置いているため、H29年度以降、管路の更新率が横ばいになって

いるが、事業完了後は管路更新に重点を置き更新に努める。

2. 老朽化の状況
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表2.1.12　過去10年間の1日最大給水量の推移
[image: image6.emf]平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 H.27→R.1

島原地区 14,156 13,992 13,738 14,194 13,481 13,598 13,769 13,490 13,105 13,118

微減

有明地区 3,193 3,490 3,694 3,484 3,829 3,512 3,485 3,201 3,059 2,770

減少

中木場簡易水道 607 575 595 582 552 562 605 629 592 508

減少

計 17,956 18,057 18,027 18,260 17,862 17,672 17,859 17,320 16,756 16,396

減少

1

日

平

均

給

水

量

表2.1.13　過去10年間の有収率の推移
3)水道事業の経営状況の推移
(1)事業経営状況（過年度決算）
　表2.1.14　島原市水道事業　経営状況の推移（平成27～令和元年度決算）　単位：千円（税抜）
[image: image7.emf]平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 H27→R.1

島原地区 16,560 17,045 16,108 16,804 15,080 20,650 16,649 15,589 16,245 14,978

減少

有明地区 3,992 4,164 4,824 4,127 3,866 5,258 4,519 3,605 3,570 3,017

減少

中木場簡易水道 1,193 873 759 954 796 798 798 851 1,020 711

減少

計 21,745 22,082 21,691 21,885 19,742 26,706 21,966 20,045 20,835 18,706

減少

1

日

最

大

給

水

量

※平成28年度の給水収益と簡易水道収益は、隔月検針への移行調整のため11ヶ月分で計上している。
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単位：千円（税抜）
図2.1.1　島原市水道事業　収益的収入と収益的支出の内訳（平成27～令和元年度決算）
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（単位：円）
図2.1.2　島原市水道事業　過去5年間の給水原価の内訳（平成27～令和元年度決算）
4)水道施設
(1)既存施設の概要
　既存施設の概要は表2.1.15に、水道施設位置図は図2.1.3それぞれ示す通りである。
表2.1.15　既存施設の概要  　     （令和2年3月31日現在）
	項　目
	施 設 概 要

	水　源
	地下水（浅井戸、深井戸）：35か所

	施 設 数
	浄水場：17か所、配水池：23か所

	管路延長
	約350 ｋｍ

	１日平均給水量
	16,396 ｍ3/日

	施設能力
	21,500 ｍ3/日

	施設利用率
	76.3 ％


用語の説明（項目）
施設能力：全浄水施設の１日あたりの配水能力の合計値 
施設利用率：施設能力に対する１日平均配水量の割合であり、水道施設の効率性を表す指標
[image: image10.emf]　 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 平均

給  水  収  益 649,633 602,754 656,284 654,447 645,119 641,647

簡易水道収益 26,407 24,110 21,196 20,935 20,641 22,658

その他営業収益 254 252 1,260 344 420 506

小   計 676,294 627,116 678,740 675,726 666,180 664,811

受　取  利  息 168 95 101 257 58 136

長期前受金戻入 67,217 77,773 82,767 91,570 104,992 84,864

他会計補助金 21,518 18,550 21,564 20,393 19,514 20,308

その他の営業外収益 2,583 1,977 2,313 3,809 2,843 2,705

小   計 91,486 98,395 106,745 116,029 127,407 108,012

767,780 725,511 785,485 791,755 793,587 772,824

原水及び浄水費 69,746 71,682 74,723 69,835 72,489 71,695
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資 産 減 耗 費 1,872 1,106 2,540 479 322 1,264

その他の費用 0 0 0 0 0 0

小   計 536,350 558,864 572,054 574,767 609,423 570,292

支払利息（水道事業債） 88,423 85,622 82,031 78,345 74,533 81,791

その他の営業外費用 499 1,803 522 596 463 777

小   計 88,922 87,425 82,553 78,941 74,996 82,567
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0 0 0 0 0 0
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図2.1.3　水道施設位置図
(2)水源施設
　水源施設の概要は、表2.1.16～表2.1.18に示す通りである。
表2.1.16　水源施設の概要（島原地区）
	水系
	水源名
	水源種別
	計画取水量
（m3/日）
	実績1日最大取水量
（令和元年度）
（m3/日）
	備考

	上の原
	上の原第1水源
	地下水（浅井戸）
	6,700  
	5,104 
	

	
	上の原第２水源
	地下水（深井戸）
	1,900  
	0 
	交互運用

	
	上の原第3水源
	地下水（深井戸）
	（1,900） 
	R2供用開始 
	

	森岳
	森岳第１水源
	地下水（深井戸）
	1,200  
	1,878 
	

	
	森岳第2水源
	地下水（深井戸）
	1,400  
	1,828 
	

	折橋
	折橋第１水源
	地下水（深井戸）
	1,000  
	731 
	

	
	折橋第２水源
	地下水（深井戸）
	1,600  
	1,815 
	

	三会
	三会第２水源
	地下水（深井戸）
	1,400  
	1,102 
	

	
	三会第３水源
	地下水（深井戸）
	（1,400）
	827 
	予備水源

	安中
	安中第１水源
	地下水（深井戸）
	（2,000）
	1,329 
	廃止予定

	
	安中第２水源
	地下水（深井戸）
	（1,700）
	1,339 
	廃止予定

	油堀
	油堀第１水源
	地下水（深井戸）
	600  
	259 
	交互運用

	
	油堀第２水源
	地下水（深井戸）
	（600）
	307 
	

	礫石原
	礫石原第１水源
	地下水（深井戸）
	400  
	0 
	交互運用

	
	礫石原第２水源
	地下水（深井戸）
	（400）
	161 
	

	立野
	立野第１水源
	地下水（深井戸）
	200  
	99 
	交互運用

	
	立野第２水源
	地下水（深井戸）
	（200）
	126 
	

	島原地区　計（17か所）
	16,400 
	16,905 
	


※計画取水量は、島原市水道事業（第7次拡張）の事業認可の水源計画の値を示している。なお、計画取水量のうち（　）の値は、予備水源（交互運用を含む）または廃止予定を示している。
表2.1.17　水源施設の概要（有明地区）
	水系
	水源名
	水源種別
	計画取水量
（m3/日）
	実績1日最大取水量
（令和元年度）
（m3/日）
	備考

	高野
	高野第1水源
	地下水（深井戸）
	440  
	445 
	第3と交互運用

	
	高野第2水源
	地下水（深井戸）
	600  
	473 
	

	
	高野第3水源
	地下水（深井戸）
	（440） 
	0 
	第1と交互運用

	川内
	川内第１水源
	地下水（深井戸）
	870  
	672 
	

	二ツ石
	二ツ石第１水源
	地下水（深井戸）
	600  
	416 
	交互運用

	
	二ツ石第２水源
	地下水（深井戸）
	（600）
	371 
	

	水ノ出口
	水ノ出口第１水源
	地下水（深井戸）
	440  
	254 
	交互運用

	
	水ノ出口第2水源
	地下水（深井戸）
	（440）
	169 
	

	舞人堂
	舞人堂第１水源
	地下水（深井戸）
	200  
	257 
	

	
	舞人堂第２水源
	地下水（深井戸）
	150  
	187 
	

	久原
	久原第１水源
	地下水（深井戸）
	400  
	208 
	交互運用

	
	久原第２水源
	地下水（深井戸）
	（400）
	216 
	

	出口
	出口第１水源
	地下水（深井戸）
	300  
	176 
	交互運用

	
	出口第２水源
	地下水（深井戸）
	（300）
	171 
	

	松崎
	松崎第１水源
	地下水（深井戸）
	200  
	98 
	交互運用

	
	松崎第２水源
	地下水（深井戸）
	（200）
	90 
	

	有明地区　計（16か所）
	4,200  
	4,203 
	


※計画取水量は、島原市水道事業（第7次拡張）の事業認可の水源計画の値を示している。なお、計画取水量のうち（　）の値は、予備水源（交互運用を含む）または廃止予定を示している。
表2.1.18　水源施設の概要（中木場簡易水道）
	水系
	水源名
	水源種別
	計画取水量
（m3/日）
	実績1日最大取水量
（令和元年度）
（m3/日）
	備考

	中木場
	中木場第1水源
	地下水（深井戸）
	（1,000） 
	―
	休止中

	
	中木場第２水源
	地下水（深井戸）
	1,000 
	711
	

	
	中木場第3水源
	地下水（深井戸）
	（1,000） 
	―
	R5供用開始予定

	中木場簡易水道　計（3か所）
	1,000 
	711
	


※計画取水量は、島原市水道事業（第7次拡張）の事業認可の水源計画の値を示している。なお、計画取水量のうち（　）の値は、予備水源（交互運用を含む）または廃止予定を示している。
(3)浄水施設
　浄水施設の概要は、表2.1.19に示す通りである。
表2.1.19　浄水施設の概要
	事業名
	水系名
	水源名
	浄水施設の位置
	塩素消毒
	その他

	島原地区
有明地区
	上の原水源系
	第1～第3
	上の原配水池場内
	○次亜
	曝気処理

	
	森岳水源系
	第1，第2
	森岳浄水場場内
	○次亜
	

	
	折橋水源系
	第1，第2
	折橋浄水場場内
	○次亜
	曝気処理

	
	三会水源系
	第2，第3
	三会浄水場場内
	○次亜
	

	
	安中水源系
	第1，第2
	安中浄水場場内
	○次亜
	曝気処理（廃止予定）

	
	油堀水系
	第1，第2
	油堀浄水場場内
	○次亜
	

	
	礫石原水系
	第1，第2
	礫石原浄水場場内
	○次亜
	曝気処理

	
	立野水系
	第1，第2
	立野浄水場場内
	○次亜
	

	
	高野水系
	第1～第3
	高野浄水場場内
	○次亜
	

	
	川内水系
	第1
	川内浄水場場内
	○次亜
	

	
	二ツ石水系
	第1，第2
	二ツ石浄水場内
	○次亜
	

	
	水ノ出口水系
	第1，第2
	水ノ出口浄水場内
	○次亜
	

	
	舞人堂水系
	第1，第2
	舞人堂浄水場場内
	○次亜
	

	
	久原水系
	第1，第2
	久原浄水場場内
	○次亜
	

	
	出口水系
	第1，第2
	出口浄水場場内
	○次亜
	

	
	松崎水系
	第1，第2
	松崎浄水場場内
	○次亜
	

	中木場
簡易水道
	中木場水源系
	第1，第2
	中木場浄水場場内
	○次亜
	曝気処理


(4)配水施設（配水池）
　配水施設の概要は、表2.1.20に示す通りである。
表2.1.20　島原市の配水池概要
	事業名
	水系
	配水池名
	構造
形式
	築造年度
	配水池容量
（m3）
	水　位　(m)

	
	
	
	
	
	
	HWL
	LWL

	島原地区有明地区
	上の原
	上の原配水池
上の原第１配水池
	PC
	令和3予定
	4,000 
	76.00 
	70.50 

	
	
	上の原第1配水池
上の原第１配水池
	RC
	昭和35 
	1,800 
	68.70 
	65.50 

	
	
	上の原第２配水池
	PC
	昭和42
	1,000 
	72.60 
	67.60 

	
	森岳
	森岳配水池
	PC
	昭和52 
	1,500 
	68.80 
	63.80 

	
	折橋
	折橋第1配水池
	RC
	昭和46
	100 
	154.20 
	151.20 

	
	
	折橋第２配水池
	PC
	昭和63 
	1,000 
	138.00 
	133.00 

	
	
	折橋第３配水池
	RC
	昭和63
	380 
	104.60 
	100.50 

	
	
	江里配水池
	RC
	昭和52
	120 
	127.10 
	124.60 

	
	三会
	三会配水池
	PC
	昭和49
	1,500 
	91.60 
	86.80 

	
	安中
	安中配水池
	SUS
	令和4予定
	1,000 
	105.00 
	100.00 

	
	
	安中配水池
安中配水池
	PC
	昭和52 
	800 
	74.00 
	69.00 

	
	油堀
	油堀配水池
	SUS
	平成27
	300 
	240.00 
	237.00 

	
	礫石原
	礫石原配水池
	SUS
	平成27
	180 
	351.00 
	349.00 

	
	立野
	立野配水池
	SUS
	平成29
	50 
	270.00 
	268.00 

	
	川内
	川内第１配水池
	RC
	昭和51
	377 
	194.62 
	191.62 

	
	
	川内第１増設配水池
	RC
	平成 8
	134.4 
	194.62 
	191.62 

	
	二ツ石
	二ツ石配水池
	SUS
	平成21 
	150 
	316.30 
	314.30 

	
	
	川内第２配水池
	RC
	昭和51
	17.5 
	254.45 
	252.45 

	
	
	川内第２増設配水池
	RC
	平成 8
	32 
	254.45 
	252.45 

	
	水ノ出口
	水ノ出口配水池
	SUS
	平成22
	340 
	303.70 
	299.70 

	
	高野
	高野配水池
	SUS
	平成25 
	150 
	262.00 
	260.00 

	
	久原
	久原配水池
	RC
	昭和53
	270 
	58.80 
	55.80 

	
	舞人堂
	舞人堂配水池
	PC
	昭和53 
	402 
	68.25 
	60.25 

	
	出口
	出口配水池
	RC
	昭和56
	400 
	79.30 
	76.30 

	
	松崎
	松崎配水池
	RC
	昭和56 
	380 
	85.30 
	82.30 

	
	小　計
	12,782.9 
	　
	　

	中木場
簡易水道
	中木場
	中木場高区配水池
	RC
	平成 6 
	330 
	158.00 
	155.00 

	
	
	中木場低区配水池
	RC
	平成 6
	470 
	102.50 
	99.50 

	
	小　計
	800 
	　
	　

	計
	13,582.9 
	　
	　


※上の原配水池、安中配水池は更新事業に着手していることから、着色している配水池容量は集計していない。
用語の説明（構造形式）
PC造：一般的に地上にある円筒形配水池であり、高強度コンクリート、鉄筋およびPC鋼材を
主材料とする構造形式
RC造：地上、地中にある矩形配水池であり、コンクリートと鉄筋を主材料とする構造形式
SUS造：地上にある矩形または円筒形配水池であり、ステンレスを主材料とする構造形式
5)料金体系
島原市の水道料金体系は、口径別料金体系を採用し、基本料金と従量料金の二部料金制になっており、従量料金は逓増従量料金制である。水道料金は、基本料金と従量料金との合計額に消費税等を加えた額（ただし、その額に1円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てた額）になる。
なお、資産維持率は1％を見込んでいる。
表2.1.21　島原市の水道料金（基本料金）
	メーターの口径
	料金（1箇月につき）

	20ミリメートル以下
	800円

	20ミリメートルを超え30ミリメートル以下
	1,500円

	30ミリメートルを超え40ミリメートル以下
	4,000円

	40ミリメートルを超えるもの
	4,800円


表2.1.22　島原市の水道料金（従量料金）
	使用水量
	料金（1立法メートルにつき）

	5立法メートル以下
	50円

	5立法メートルを超え10立法メートル以下
	80円

	10立法メートルを超え20立法メートル以下
	110円

	20立法メートルを超え30立法メートル以下
	120円

	30立法メートルを超え100立法メートル以下
	130円

	100立法メートルを超えるもの
	140円


6)組織
水道事業は、料金徴収及び経理に関する業務を行う業務班と、施設の運営・管理に関する業務を行う工務班で運営している。
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現在の職員数は、課長1名と業務班7名（うち1名は会計年度任用職員）、工務班13名（うち5名は会計年度任用職員）の計21名である。
図2.1.4　島原市水道事業の組織図
表2.1.23　島原市水道事業の年齢区分・職種別　職員数
	年齢区分
	業務班
	工務班
	合計

	61歳～
	0
	3
	3

	51～60歳
	2
	5
	7

	41～50歳
	3
	2
	5

	31～40歳
	2
	3
	5

	～30歳
	1
	0
	1

	合計
	8
	13
	21


2-2. これまでの主な経営健全化の取り組み
1)島原市水道ビジョン
　平成24年度に策定した島原市水道ビジョンでは、「豊かな自然に育まれた水緑のまち　しまばら　～安全でおいしい水をいつまでも～」を基本理念に、6つの施策目標を設定している。
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図2.2.1　基本理念と6つの施策目標
　これら6つの施策目標のうち「持続と効率化（健全な水道）」では、主要な施策項目として下記の3つを設定し、経営健全化を念頭にこれまで具体的な施策を実施している。
施策項目1：適正な水道料金の設定
持続可能な健全経営を目指し、料金体系を用途別から口径別に見直し、合理的な水道料金への統一を実施している。 
施策項目2：健全な財務体質の確保
　　有効率の向上を目的に老朽管更新を推進すること、また、収納率の向上を目的にコンビニエンスストアや郵便局、スマートフォンアプリによる収納など納付窓口を拡大している。また、コスト縮減を念頭に、管路の浅層埋設の採用や他工事との同時施工、維持管理費の圧縮と施設整備費の合理化などを実施している。
施策項目3：事業と業務の効率化
　　事業と業務の効率化を目指し、すべての水道施設を対象に集中管理が可能な遠方監視システムを段階的に導入し、効率的な管理体制の構築を目指している。
2)アセットマネジメント支援ツールの構築とその運用
令和元年度と令和2年度の2年間をかけて、重要度や優先度、機能診断の結果、各設備の更新基準年などのシナリオから更新需要を見通すことと、現行料金の維持や料金改定などの条件に基づく財政収支を見通すことが可能な「アセットマネジメント支援ツール」を構築している。
　「アセットマネジメント支援ツール」は、「水道事業におけるアセットマネジメント（資産管理）に関する手引き」におけるタイプ3Cレベルを実施している。
用語の説明（タイプ３Ｃ）
水道施設等の更新需要の算定方法と財政の検討手法を表している。
タイプ3：個別の施設・設備の取得年度や取得価格（帳簿価格）のデータがあるため、それを
資産単位（資産の明細）の基にして更新需要を算定する方法。
タイプC：一定の条件設定のもとで、収益的収支、資本的収支、資金収支の検討が可能である
ため、更新需要に対して簡易な財政シミュレーションを行って、資金残高や企業債
残高を把握する方法。 
3)広域連携の検討
現在、長崎県では、県内市町の水道事業について市町区域境界を超えた広域連携を推進するための「水道広域化推進プラン」を策定中である。島原市は、隣接する雲仙市や南島原市との連携を念頭に、施設の共同化によるスケールメリット、資材の共同購入や在庫の一元管理による費用削減、緊急連絡管の整備による水質事故や災害などへの備えなど、今後、具体的な取り組みを検討していく。
2-3. 経営比較分析表を活用した現状分析
令和元年度決算に係る経営比較分析表による現状分析結果は、下記の通りである。
現在の経営状況は概ね良好であるが、今後、重要度や優先度を踏まえた老朽化施設の更新や更新規模の見極めが課題になる。
用語の説明（経営分析）
〇経営の健全性・効率性
経常収支比率（％）
給水収益や一般会計からの繰入金等の収益が、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度
賄うことができているかを表す指標
累積欠損金比率（％）
営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた損失金が当年度で処理できず、複数
年度にわたって累積した損失のこと）の状況を表す指標
流動化率（％）
短期的な債務に対する支払能力を表す指標
企業債残高対給水収益比率（％）
給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標
料金回収率（％）
給水に係る費用がどの程度給水収益で賄えているかを表した指標
給水原価（m3/円）
有収水量1m3あたりどれだけの費用がかかっているかを表す指標
施設利用率（％）
一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判断
する指標
有収率（％）
施設の稼動が収益につながっているかを判断する指標
〇老朽化の状況
有形固定資産減価償却率（％）
有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標
管路経年化率（％）
法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標
管路更新率（％）
当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標
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